
際化と金融機関のグローバル展

開を通して日本の金融サービス

が活性化されることを目指して

いる。

提言の概略は以下の通り。

融・資本市場委員会（芦

田昭充委員長）は３月26

日、提言「金融資本市場活性化

とプレイヤー躍進への提言―金

融イノベーションによるグロー

「金融資本市場活性化とプレイヤー躍進への提言」
―金融イノベーションによるグローバル経営の実現に向けて―

金融・資本市場委員会（芦田昭充委員長）提言

金 バル経営の実現に向けて―」を

発表した。

経済同友会としては初めて、

金融機関の経営に焦点を当てた

提言であり、金融資本市場の国

提言の概略 
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日本の金融が国際競争力を向上させていく上での課題は多い。金融庁が示した「金融・資本市場競争力強

化プラン」がひとつの契機となるが、政治、行政、民間のそれぞれが、自らに課された課題を十分に認識し、

本分を尽くしていくことが重要である。

人口減少社会が到来したわが国が経済成長を持続するためには、外に開かれた国づくりを行うことが不可

欠であり、内向き志向からの脱却と、イノベーション創出を目指した改革を社会の各層でおこさなければな

らない。短期的な改革の痛みを恐れ、政治や行政では総論賛成・各論反対が見られるが、民間が外に出て戦

うことを避けるようであってはならない。

今般、われわれとして、初めて金融機関の経営に焦点を当て、議論を尽くした結果を提言として世に問う。

われわれは、金融資本市場の国際化と金融機関のグローバル展開を通して日本の金融サービスが活性化され

ることを真に望んでおり、それが国民経済に利益をもたらすことを確信している。

金融の国際競争力強化に向けて
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